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論文
両大戦間期矧多綿織物業の構造変化と産地間屋
一産地問屋北村木綿株式会社による生産組織の再編一1)、2)
?
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本稿は、両大戦間期において主要な綿織物産地であった知多綿織物業を取り上げて、
そこでの知多産地問屋の活動を明らかにする。知多産地問屋は、中小規模機業家を下請
工場として広く組織していた。しかし、知多産地では、輸出産地転換の波が押し寄せ、
内需向け小幅綿布での岡木綿の台頭が進んでいた。そのため下請関係から離脱する賃織
工場が現れ、知多産地問屋は、分散的生産システムを維持することが困難となった。そ
こで、北村木綿株式会社は、自営工場を設立しつつ、生産組織を再編していくのであ
る。
キーワード：産地綿織物業；生産組織；分散的生産システム；下請制；問屋制；賃織
経済学文献季報分類番号： 04-23 ; 09-20 ; 10-35 
はじめに
本稿の目的は、両大戦間期（以下、戦間期と略す）における知多産地綿織物業における
産地問屋の活動を検討することにある。
【1】産地綿織物業の発展要因
戦間期を対象とした産地綿織物業史研究は、比較的豊富に存在する。なかでも、山崎広
明、阿部武司の研究は、産地の発展要因を明らかにした代表的な研究成果といえる。まず山
崎広明は、遠州産地の発展要因として、輸出産地への転換、名古屋集散地問屋への依存、浜
松工業試験場による製品開発の存在を重視した 3)。さらに、知多産地についても、輸出産
地への転換、名古屋集散地問屋への依存を指摘した 4)。阿部武司は、泉南産地の発展要因
として、やはり輸出産地への転換、産地機業家による製品開発（綿糸商や紡績資本との共同
製品開発など）や合理化推進を指摘した。加えて播州産地については、輸出産地への転換、
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先染め加工綿布（縞三彩•五彩布）への転換、そして兵庫県工業試験場西脇分場による技術
指導が、その発展に大きく貢献したことが明らかにされている 5)。これらはいずれも、産
地が輸出産地化したことを確認した上で、集散地輸出商人とのつながりや工業試験場などの
貢献の重要性を指摘するものであった。
以上の研究を大まかに取りまとめれば、産地綿織物業の発展要因は、まず、輸出産地への
転換を実現することで生産量を急速に拡大させたことが指摘できる。次に、産地問屋が自営
工場を設立して生産者としての側面を強めていき、独自の製品開発や合理化を通じて成長し
ていく点も明らかにされている。
【2】産地綿織物業と生産組織
産地綿織物業が発展していけば、近代を通じて産地の展開に深く関わってきた産地問屋
は、その対応に迫られることになる。例えば、産地間屋が力織機を備えた工場を設立するこ
とで生産部門を強化していく。それと連動して、従来から取引していた賃織農家との取引を
解消させることも考えられる。さらに、小規模力織機工場として新規参入した機業家が、産
地問屋の賃織工場として操業することも考えられる。その時に新規参入した賃織工場は、特
に小規模な場合では、自ら市場を開拓することが困難なため、産地問屋や集散地間屋の賃織
工場になることも多い。この事態を問屋側の利害意識に即して考えれば、①自営工場で生産
することが有利なのか、②下請工場に生産委託することで分散的生産システムを構築するこ
とが有利なのか、という組織選択に深く関わってくる 6)。
この論点は、分散型生産システムをめぐる議論の中から考えることが出来る。まず、産地
間屋が賃織工場に綿布生産を委託する分散型生産システムでは、①発注量を調節することに
よって過剰生産を防ぐことができる、そして②多品種生産をも実現できるという長所を有し
ていた。それに対して、 1910年代の泉南産地に見られたように、賃織農家からのエ賃上昇圧
力を受けて、産地間屋の経営を圧迫するという短所をも持っていた。このため、産地問屋は
自営工場設立へと進み、力織機化が進展したとされた 7) 0 
以上の事態は、戦間期の産地綿織物業においても考えられる。本稿で対象地域として取り
上げる知多綿織物業では、伝統的製品である小幅木綿の生産において、知多産地間屋が賃
織工場を分散的に組織する生産システムを構築していた。知多産地は、昭和恐慌期を迎えた
1930年代前半においても、知多郡白木綿同業組合によるエ賃規制が、エ賃上昇圧力を成功裡
に解決していた。そのため、賃織I場を分散的に組織するシステムは存続していた8)。
とはいえ、山崎が指摘するように、 1930年代に輸出産地化がいっそう進んでいく知多産地
において、知多産地間屋の分散型生産システムは、安定的なシステムであったかどうかは
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改めて問われねばならない。加えて山崎は、 1930年代は、知多地方の主力小幅綿織物製品で
あった「知多晒」が、その地位を相対的に低下させ、 「岡木綿」と呼ばれる汎用型小幅綿布生
産が増大する時期にあたっていた点も指摘している 9)。そうだとすれば、知多産地問屋の分
散型生産システムは、産地の構造変化と関わらせて、再度検討されなければならないだろう。
したがって本稿は、戦間期の知多産地を取り上げて、まずはその市場構造の変化を分析し
た上で知多産地問屋の経営活動を具体的に分析する。焦点は、産地問屋が市場および産地の
変化にどのように対応したのか、さらに賃織網をどのように組織化していったのかという点
である。
史料は、当該期に知多産地で問屋活動を営んでいた北村木綿株式会社（以下、北村木綿と
略す）の経営一次史料を主として用いる。
〔l〕矧多地方の市場構造変化と北村木綿株式会社
【l】知多産地の市場構造変化
知多産地は、両大戦間期に飛躍的に生産鼠を伸ばして、全国でも有数の綿織物産地へと
成長を遂げたことは、よく知られている10)。しかもそれは、先述したように、従来から生
産していた国内市場向けの小幅木綿生産から、輸出生産向けの広幅木綿生産へと転換した
ことで実現したとされてきた11) 0 
図 1は、知多地方における小幅織機と広幅織機の台数の変化を示したものである。これ
によれば、 1920年代では、総じて小幅織機台数の方が多く、ほぼ横ばいの推移を見せてい
織機台数
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図1 知多地方における織機台数の推移
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資料） 『愛知県統計書』各年版
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る。しかし、 1932年以降になると、広幅織機が急速にその数を上昇させ、小幅織機台数を
抜き去ってしまう。これは、知多産地において、 1930年代に輸出産地化が急速に進んでい
たことを示している。とはいえ、小幅織機台数も、 1934年からやや増大傾向を見せている
点は注目に値する。
この要因を明らかにするために、知多産地で有力な小幅木綿であった晒木綿と岡木綿12)
の生産額の変遷を比較検討する。まず、晒木綿は、 「知多晒」と呼ばれる知多産地独自の
ブランド品であり、主として東京を主たる市場としていた13)。それに対して、岡木綿は、
主に名古屋方面を市場として出荷される白木綿であり、独自のブランド品ではなく、非常
に競争的な財であった14)。以上の晒木綿と岡木綿の生産額の変遷を図 2で検討する。ま
ず、 1920年代では、小幅晒木綿が小さな浮沈を見せながらも、ほば横ばいで推移するが、
1932年ごろに生産額を急落させる。そして、若干の上昇を見せたのち、安定して推移す
る。それに対して岡木綿は、その生産額を上昇させるのは1923年ごろからであり、それか
ら1935年までほば一貫して増大している。戦間期における小幅木綿の動向をまとめれば、
晒木綿は、 1920年代に生産量を維持した後に、 1930年代に下落させたのに対して、岡木綿
は1920年代半ばから急速に生産量を増大させていくのである。つまり、 1930年代における
小幅木綿の増大は、岡木綿の生産増大によってもたらされたと考えてよい。
したがって、戦間期知多綿織物業は、広幅木綿の急速な増大と、小幅木綿における岡木
綿生産の増大という構造変化を見せていた。
図2 晒木綿と岡木綿の生産額の推移
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資料）晒木綿は、知多郡白木綿同業組合・知多郡綿布工業組合『昭和十二年統計概要』
岡木綿は、 『愛知県統計書』各年版。
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【2】北村木綿の分析
それでは、本稿で検討対象とする北村木綿株式会社について、その特徴と位置づけを確
認しておく。
1 北村木綿の沿革
北村木綿は、明治維新を迎えた1868年に、北村七郎平が知多郡成岩町において木綿業
を創業したことから端を発することになる。北村七郎平は、明治20年ごろには岩田宗五郎
と並び、成岩町の有力な木綿問屋として活動しており、東京方面に知多晒を売り込んでい
き、知多綿織物業をリードしていた15)。その後1917年12月には、一族出資を基礎にして資
本金3万円の北村木綿合資会社を設立する。これは、北村七郎平を代表杜員として綿布問
屋業を営むものであった16)。そして北村七郎平は、 1924年5月、北村木綿合資会社と知多
製布合資会社を買収するかたちをとって、北村木綿株式会社を設立するに至った17)。この
知多製布合資会社当主であった山田市太郎は、北村木綿株式会社の監査役に就き、なおか
つ北村木綿株式会社馬場工場（織機台数120台）の工場主ともなっている18)。これはおそら
く、北村七郎平が、知多製布株式会社をその人材をも含めて買収することで、綿布生産部
門へと参入していったものと考えられる。その後をも1933年9月には、織機台数154台の北
村木綿株式会社一色工場を設立することで、さらに生産部門を拡大させていくことになる。
2 北村木綿の位罹
北村木綿について、知多地方における経営規模を確認しておく。第一次大戦前での知多
郡の主要資産家を規模順に示した表 1をみると、上位に木綿業にかかわるメンバーが多
い。このことから、綿織物業が知多産地において主要な産業であったことがうかがえる。
なかでも北村七郎平は、 119件中19位に位置していることから、有力な綿織物商人であった
ことは明らかである。
次に表2を用いて、 1930年における主な綿織物業者を検討する。営業税額に応じて上位
30位まで示した表2によれば、北村木綿は 3位に位置することが確認できる。つまり、戦
間期においても北村木綿は、知多産地において屈指の綿織物業者であったといえる。
最後に、知多産地問屋のなかでの北村木綿の位置を検討する。先述したように、知多産
地は、国内向け販売綿布として、小幅晒木綿である知多晒を主力製品としていた。この知
多晒を取扱う知多産地問屋は、戦間期で20件前後存在していた。この知多産地間屋の晒木
綿出荷額の推移を表3でみると、期間を通じて北村木綿は、晒木綿出荷額のベスト 3以上
を維持しており、全体の15%前後の出荷額を占めている。すなわち北村木綿は、知多産地
でも有力な産地問屋であったといえる。
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表 1 知多郡における主な資産家 (1912年）
I所在 I 職業 年商
以上 未満
所得金額
1 I中野又左衛門I半叫 酢醸造 11,000,000 55,000 
～ 60,000 
2 I 小栗三郎 半旧 米穀肥料醤油製造 250,000 300,000 30,000 
3 I 竹内佐治 成岩 米穀肥料酒造 200,000 250,000 
榊原伊助 成岩 酒造 150,000 200,000 
25 福本林蔵 亀崎 米穀肥料 20,000 35,000 
26 水口所助 亀崎 度量衡雑品 20,000 35,000 
27 中野金蔵 半田 酒造 20,000 35,000 
28 澤田儀兵衛 古場 酒造 20,000 35,000 
29 榊原仁平 半田 味噌溜製造 10,000 20,000 
30 加藤源之助 武臀 運送石炭 10,000 20,000 
31 出口又右衛門 武
5,000 10,000 
注 1)資産家の合計は、 119件である。ただし、有松地方の資産家は、含んでいない。
注2)木綿業に関わる職業の資産家は、網掛けで示した。
資料）商業興信所『商工資産信用録第十三回』 1912年
～ 35,000 
7,000 
9,000 
1,500 
1,500 
1,000 
3,000 
2,000 
『愛知県尾張国資産家一覧表』（渋沢降一編『都道府県別資産家地主総龍〔愛知編 2〕』日本図書センター、1997年）
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表2 知多地方の主な綿織物業者 (1930年）
順位 名前 所在 職業 営業税 所得税
1 （株）中七木綿 岡田町
晒木綿、広幅木綿 1,710 
製造販売
2 （資）西浦木綿商岳 大野町 絹綿諸紡織 741 
3 （株）北村木綿 成岩町 絹綿諸紡織 406 
4 （株）岡田織布 岡圧町 絹綿諸紡織 376 
5 瀧田商店 常滑町 絹綿諸織類（買継） 342 1,242 
6 （資）中田織布 岡田町 絹綿諸紡織 193 
7 （資）平藤呉服店 大野町 呉服太物 146 
8 （資）生路工場 東浦村 絹綿諸紡織 111 ， 山口民次郎 大高町 呉服太物 106 115 
10 ， 安藤梅吉 岡田町 絹綿諸紡織 99 137 
11 守山一助 西浦町 呉服太物 93 83 
12 中川儀二郎 野間村 呉服太物 87 74 
13 田中和三郎 阿久比村 絹綿諸紡織 85 229 
14 石井松太郎 大野町 呉服太物 80 54 
15 岡戸嘉七 東浦村 絹綿諸紡織 74 108 
16 畑中権吉 成岩町 絹綿諸織類（買継） 70 59 
17 丸久呉服店 半田町 呉服太物 67 54 
18 大森善平 成岩町 呉服太物 67 41 
19 支那光呉服店 半田町 呉服太物 66 62 
20 竹内虎王 岡田町 絹綿諸紡織 64 77 
21 大黒屋呉服店 岡田町 呉服太物 64 66 
22 竹内藤太郎 岡田町 白木
綿、二巾金巾、 62 63 
大竺木綿製造販売
23 藤田茂兵衛 半田町 絹綿諸織類（買継） 61 119 
24 土井ーニ 岡田町 呉服太物 59 49 
25 岩田宗五郎 成岩町 絹綿諸織類（買継） 57 459 
26 加古かく 大府町 呉服太物 56 35 
27 深津富次郎 半田町 絹綿諸織類（買継） 53 36 
28 山本兵蔵 大野町 呉服太物 50 15 
29 出口＝太郎 半田町 呉服太物 49 43 
30 官本弁吉 亀崎町 呉服太物 47 19 
合計 66件
資料）大日本商［会編纂「昭和 5年版大日本商工録」 （渋谷隆一編『都道府県別資術家地主総覧愛知編3』， 日本
図書センター、 1997年）
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3 資金調達
次に、北村木綿の経営を具体的に分析する。まず北村木綿の資金調達と収支項目を、主
として貸借対照表および金銭出納簿を用いて検討したい。
まず、北村木綿の資金調達について表4を用いて考察する。設備資金は、土地建物・什
器に加えて、馬場工場や一色工場など工場設備の比重が高く、増加傾向にある。それらは
期間を通じて、自己資本金で完全にカバーされていることが確認でき、それゆえ自己資本
余裕金が生じている。これは、第一次大戦前あるいは第一次大戦ブーム期に資本を蓄積し
て、自己資本を充実させたことがその要因であったと考えられる。
ただし、製品在庫や売掛金など運転資金については、長期資金余裕金（自己資本余裕金
に長期負債を加えた金額）ではまかなうことはできていない。そのため、買掛金や愛知銀
行からの当座借越、未払晒賃が流動負債欄に計上されている。つまり北村木綿は、運転資
金の不足分を、愛知銀行からの実質的な借入れと、晒工場への晒賃の支払いを延期19) させ
ることで埋め合わせていた。
北村木綿は、戦間期においても順調に経営を維持していくが、その経営の内実を、それ
ぞれの収支項目の推移から、表5を用いて考察していく。
まず収入は、綿布販売についてみると、 1925年、 1929年、 1932年、 1934年、 1936年、
1937年に販売額が大きく、 1930年代に販売が好調であったことがわかる。
次に支出については、綿糸購入の割合が大きい。その推移をおっていくと、 1925年、
1929年、 1932年~1936年に購入額が大ぎく、やはり 1930年代の取引が活発であったことが
うかがえる。ただし、 1932年及び1933年の絲糸購入額の大きさは、産地問屋畑中商店や、
木村（性格は不明）への綿糸販売に向けられていたからであった。つまり、北村木綿は、
同じ産地問屋への綿糸供給の性格をも有していた20)。
支出項目には、ブローカーヘの支払いが1927年以降一貫して記載されている。このブ
ローカーについて、例えばブローカー知多代行杜（植木彦吉）について、以下のように記
述されている。
「…専ら知多晒の仲次をなし経営現在に至るものなり（下線：筆者）」 21)
次に、以下のようにも記されている。
「ブローカーハ東京二住シ現在二名アリテ、電話ニテ知多地方ノ存在高ヲ調査シ東京問
屋ヲ走リ廻リテ賣先ヲ見付ケルヲ仕事トス、手数料ハ反ー厘二毛ニテ産地ノ負橡トス（下
線：筆者）」 22)。
つまり、東京在住のブローカーは、知多晒の取次ぎ業務や東京市場情報の提供などを行
い、その報酬として手数料を北村木綿から受け取っていた。つまり北村木綿及び他の知多
73 
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産地問屋は、東京在住のブローカーからの市場情報を駆使しつつ、販売戦略を練っていた
のである。
さらに、賃織工場への支払が大きいことも確認できる。これは、北村木綿が自営工場で
の生産に加えて、賃織工場を組織していたことを示している。この点の詳しい分析は、次
節にゆずる。
[2〕1920年代における取引先と生産組織
本節では、北村木綿の販売活動および生産組織の分析を行う。先述したように、 1920年代
は、小幅木綿生産が比較的比重が大きく、安定的に推移した時期であった。
【l】北村木綿の販売活動
1 綿糸購入先の変遷
まずは、北村木綿の綿糸購入先から検討する。
北村木綿の綿糸仕入先は、 1920年代半ばまで判明する。表6によれば、名古屋有力綿糸
商信友商店が、一貰して重要な綿糸調達先であったことが判明する。しかし、 1924年に大
阪船場の有力綿糸商八木商店との取引があったことに加え、 1925年以降丸栄商店や日本綿
花、伊藤忠商事など、大阪を本拠とする綿糸商との取引が増大していく。つまり 1925年以
降、名古屋有力綿糸商に加えて、大阪有力綿糸商が知多産地に綿糸売り込みを意図して参
入してきた。そのことによって北村木綿は綿糸調達先を幅広く確保することができたので
ある23)。
表6 綿糸購入先の変遷
取引先名 I 所在地 営業税：所得税 1924年 1925年 1926年 1927年
（すべて名古屋市） ； 取引嶺：-＿＿誓販万「奢貧：―――誓股引啓行：――釘取り］嶺汀硫---
信友商店 西区伝馬町6丁目 1,000: 1,000 6,788: 76.8 2,390: 27.1 
株式会社八木商店出張所 中区仲ノ町3ノ33 1,000 : 1,000 2,018: 22.8 
株式会社三綿商店 西ー区車ノ町2丁目 1,000 : 1,000 
株式会社丸永商店名古屋出張所西区下長者町1丁目 3,000 1 3,000 
日本綿花株式会社支店 東区七間町5丁目 50,000 : 26,~00 
刊
伊藤忠商事株式会社名古屋支店 中区新柳町 5,000 : 5,000 
合名会社遠山商店名古屋支店 西区下長者町 2,000 : 2,000 
その他 ： 32 : 0.4 
400 ． : 45 
400 ． : 45
414 : 4.7 
-39 - ＇ : O 4 
2,?30: 25 3 
1_,_648 : 18 7 
1,302: 14.8 
145 :1441 743: 27~ 
645 : 64.2 : 
910 : 33.3_ 
， ’ I ， ， ．， ， 一
105 : 10 4 
115 . ; 114~1,081 j . 39 5 
: 100 仁百 ： s.s3s: 100 I s、823_ _ _ _ _ 
注1)1924年は、 5月から12月までの数値。
注2)取引期間中、最大の数値は、太字で示した。
注3)金額の単位は、すべて百円。
資料）北村木綿株式会社「金銭出納帳」 （資料ナンバー791)
名古屋商工会議所『名古屋商工案内』 (1928年版）
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2 綿布販売先の変遷
次に、北村木綿の綿布販売先について表7を用いて検討する。
まず販売量をみると、金融恐慌や昭和恐慌を経験したもののほぼ横ばいで推移している。
表7 北村木綿株式会社の綿布販売先 (1927年~1930年）
1927年 1928年 1929年 1930年 (1 月 ~11 月）
順位 名前 ： 個数 ％ 名前 ：個数 ％ 名前 個数 ％ 名前 ： 個数： ％ 
1 杉油商店 ： 3,679 17 6 杉浦商店： 3,720 18 4 杉油商店 3,225 17.4 中村商店 : 3,853 : 18.0 
2 二綿商店 ： 2,093 10 0 二綿商店： 1,966 9.7 中村商店 2,547 13 8 杉浦商店 : 2,610 : 12.2 
3 中村商店 ： ， ヽ 2,072 99 中村商店：＇ ． 1,805 89 三綿商店 1,900 10 3 三綿商店 ： 2,176 : 10 2 
4 塚本商店 ，1,930 9.3 塚本商店， 1,583 78 塚本商店 1,627 8.8 遠山商店 : 2,102 : 9.8 
5 ⑰ ， '1 ， 302 62 長谷川商店j1,403 田端屋商店 905 '69 4.9 塚本商店 ，1,980 : 9.2 
6 長谷川商店＇： ＇ 1,156 55 R : 1,400 69 ⑪ 810 44 田端屋商店'： 1,238 ' : 5 8 
7 田端屋商店：’ 1,130 5.4 田端屋商店：， 1,223 60 奥井商店 735 4 長谷JI商店： 925 : 4 3 
8 小津木綿 ： 1,090 52 稲村商店： 1,015 50 稲村商店 710 38 奥井商店 : 885 : 4 1 ， 稲村商店 ： 1,018 4.9 遠山商店： 770 38 前川太郎兵衛 690 3.7 前川太郎兵衛 813 : 3.8 
10 丁吟商店 ， ： ： 845 40 川喜田商店： 734 36 長谷川商店 625 34 稲村商店 705 : 3 3 
11 前川太郎兵衛 797 3.8 丁吟商店： 603 : 3 0 小津木綿 540 2.9 小津木綿 570 ＇ : 2.7 
12 奥井商店 ! 700 ＇： 丁吟商店 市田商店 535 l 25 34 小津木綿: 593 : 2 9 500 2 7 
13 外山商店 ： 545 26 奥井商店： 555 : ’ 2 7 タ目山商店 445 2.4 丁吟商店 350 : 1.6 
14 大津商店 ： 527 25 外山商店： 530 : 2 6 瀧富商店 335 1 8 川喜庄商店 340 : 1 6 
15 _)ーリ直小旦計應匝u_ ?_~Q _ , _ !_邑 --穂恵小患計旦L：1-=18, 差,32~-5-L:9邑0上5 --丸--丁-I」-字ヽ-言-十商-店---,：' -1-5-3-,2-9-0 1-4 -, r: ' -8-1 6-7 .1 -―よL丁主匝豆-,ー―_300 -: -1 4 : 19,204 : 92.0 : 19,382 : 90 5 
合計(36件）： 20.866 : 100 0 合計(41件）： 20 243 : 100.0 合計(49件） ： 18 489 : 100 合計(32件）： 21 415 : 100 0 
， ， ＇ ’ ， ， ＇ ＇ ’  ， ， ： ： 
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資料） 1927年1月から1927年11月まで：北村木綿株式会社「日記帳」 （資料ナンバー849)
1927年11月から1928年9月まで：北村木綿株式会社「日記帳」 （資料ナンバー850)
1928年9月から1930年1月まで：北村木綿株式会社「日記帳」 （資料ナンバー1016)
1930年1月から1930年11月まで：北村木綿株式会社「日記帳」 （資料ナンバー1015)
そして、販売先は、杉浦商店、三綿商店、中村商店など東京の有力織物商が上位を占め
ている。特に杉浦商店は、 1927年から1930年まで18%前後のシェアを占めており、一貫し
て 1位、 2位を確保している。とはいえ、塚本商店や長谷川商店、田端屋商店、小津木
綿、稲村商店、丁吟商店、外山商店、大津商店との取引シェアも大きく、しかもこれらは
いずれも東京有力織物商であった。したがって北村木綿は、期間を通じて東京市場に多数
の販売先を確保しており、安定した綿布販売を実現したものと考えられる。
知多産地は、東京市場に知多晒とよばれる小幅晒木綿を主力製品として販売していた事
実は先述したが、北村木綿の販売戦略も同様であった。ただし知多晒は、打ち込み糸数や
晒具合等により、細かい等級に分かれていた。まず、 「頭物」と呼ばれる知多晒は、高級
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品とされており、完全な実需製品であった。そのため、他の銘柄で受渡しすることはでき
なかった。それに対して、 「番物」と呼ばれる等級品がある。これは、知多晒の中でも生
産高も大きく、他の銘柄でも受渡しができるという意味で比較的汎用性の高い中級品の綿
布であった24)。
北村木綿の知多晒販売を、等級別に見ると、年次ごとに違いが見出せる。例えば、 1927
年の表の製品欄をみると、知多晒のなかでも「頭物」とよばれ、高級品とされる「稀」が
19.4%、 「別」が16.6%を占め、主力製品となっていたことがわかる。しかし1928年以降で
は、 「壱」が24%で比重を高めている。これら「壱」や「参」は、知多晒の中では、 「番
物」とよばれ中級品に分類される。つまり北村木綿は、金融恐慌や昭和恐慌のなかで、主
カ製品を高級品から中級品へと移行させていたのである。
【2】北村木綿の生産組織
それでは、以上のような販売戦略を実施するにあたって、北村木綿はどのような生産組
織を作り上げていたのか。
1 自営工場（馬場工場）の分析
先述したように、北村木綿は、自営工場に加えて、賃織工場を組織するかたちで綿布生
産を実施していた。まずは、自営工場について表8を用いて分析する。
表8 北村木綿馬場工場の主要勘定
（収入〕 ［文出： 〔その他〕
年 月 -木--綿---代--本：--社,上c-n1-肘—係-: 綿--糸-代-木管代切木綿代 落綿代 筵代 糸肘 帥舒金 織修機罪I及代If系燃料杓 食翡 糊付代 本社払 組合骰
合＇ 給ヵ;;;•月1.•.•閉•r'"係女""LC":"役"'曰ヤ その他 借入金 サイジング
i廿ぽi令：
,-3 
- 1i’''! : """i‘ ' ' ' ' 1 一
1,088 361 10 174 44 23 242 1,488 451 22 
'e,"＇'・,・'，・"邸m'rn,""''; ',i"';',';','",・,"°'ao",'",'o" , ';' , ' ' ' "
700 
1929 
4-6 - 1,200 2,200 921 371 2 301 1,014 333 21 46 341 480 535 
7-9 - 1,100 500 1,308 276 97 160 329 752 344 158 231 480 502 
10-12 
- 5-0―0 --31,0300  1,3182  ~- 957 8 __ ー31-94 - 1,6-17-0 1 - .8.5.5 2 . 
~33_§_ 3 96278 9 .32. 1 1 306-0 4 - 480  12,1421 0 1-3 -10 - 「11― 5 3, 
1930 
4-6 - I 000 - 2,361 355 47 97 2,182 266 1,037 130 307 480 200 910 
7-9 3 ， 225 - - 2,298 246 50 35 229 397 725 856 1,225 156 384 320 656 
10-12 ←● - 750 4,315 1,698 228 3 0 557 712 287 832 287 480 259 
21,07080  ,_, 
"'; , , '° ; ' ' ； ' 9 ,000
1,429 175 54 12 757 1,832 301 1,174 998 325 
lぷ）, "! '; " ne; ' ' ' ！,部
713 1,000 
1931 
4-6 - 800 930 2,398 391 11 15 27 301 809 517 1,189 1,578 210 888 480 686 
7-9 
1.,.-―1 30 43-050  ．2 56.06510 3 5 
2,200 412 70 14 190 1,115 1,533 1,098 38 1,643 247 916 480 316 1,000 
10-12 
1.,4597 6 519 し25— 212 3 --21532 9 --89.62. 7 5 → • 21425  97862 3 一2ー8一~L1,<!_002_4 3_ _20~796 407_0 5 . 72126 4 -1932 1-3 503 4 170 584 2 
注）単位は百円。
資料）北村木綿株式会社製布場「金銭出納簿J (資料ナンバー544)から、筆者作成。
表8は、北村木綿自営工場である馬場工場の金銭出納帳を用いて、その収支項目の変遷
を1929年から1932年まで分析したものである。これによれば、まず収入は、木綿代、エ
賃、綿糸代というかたちで北村木綿本家からの支払いが大きいことがわかる。この 3項目
について説明がないため、それぞれの性格を十分に把握することが難しい。ただし、エ賃
は、馬場工場が北村本家から原料綿糸の支給を受けて、織りあがり綿布を渡すことから得
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られる差額を示すものと考えることが自然である。次に、木綿代は、織りあがり綿布を北
村本家に売り払った代金であったと考えられる。最後に綿糸代であるが、これは馬場工場
自身が、綿糸を購入する代金を、北村本家から支給されていたものと考えられる。綿糸に
ついては、大日本紡績、日出紡績や東洋紡績、福島紡績製綿糸を多く使用していた25)。
次に支出をみると、給与支払が大きく、続いて織機関係、燃料費、食費の順で、大きな
割合を占めている。その中でも注目すべき点は、 1929年末から、糊付け代が増大している
ことである。糊付けは、サイジングとも呼ばれ、綿糸の色艶を増し、糸の強度を高める効
果をもつがゆえに、仕上がり綿布の品質を高めることにつながる工程であった。つまり北
村木綿は、製品綿布の品質を高めるために、サイジング工程を重視することになったと考
えられる26)。支出欄にサイジング出資が見られるが、これはサイジング共同施設に北村木
綿が出資していた事実を反映している。
2 賃織工場の分析
次に、北村木綿と賃織工場との取引の実態に迫りたい。
表9は、北村木綿の賃織工場とその取引額の変遷を、 1926年から1927年、 1930年から
1931年、 1934年から1935年の 3つの時期をとって示している。まず期間を通じたエ賃の動
ぎをみると、昭和恐慌の影響で支払エ賃はいったん下がるが、 1934年から1935年では増大
している。これは、昭和恐慌を経験するものの、そのなかで北村木綿が、賃織工場を組織
する体制を維持・拡大していたことを示している。
とはいえ、賃織工場を組織するなかで、取引方法に変化が現れていた。すなわち、賃織
工場からの綿布購入が増大していることである。 1926年から1927年の間では、北村木綿
は、賃織工場とすべて賃織契約を結んでおり、織機台数も 20~30台の小規模工場が多数で
あった。賃織形式の取引とは、まず北村木綿が賃織工場に原料綿糸を渡して綿布生産を依
頼する。そして織り上がった綿布と引き換えに、原料綿糸代を差し引いた金額を、織エ賃
として支払う形式である。従って賃織工場は、原料綿糸を仕入れる資金や相場判断は必要
とされず、製品綿布販売に伴うリスクを負うこともないのである。
しかし1930年代になると、賃織関係にあった伊藤清次郎や岩田太郎吉が、綿布を売買す
る形式で取引を行うようになる。この綿布売買形式の取引の場合では、北村木綿は、受け
取った綿布の代金を、相場に応じて織布工場に支払うことになる。このため織布工場は、
自らの資金で原料綿糸を仕入れ、自らの判断で綿布を販売することが求められるのであ
る。従って織布工場は、仕入れ及び販売の方法によっては、大きな利益を得ることも期待
できた。
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1926年~1927年
順位
織機名前 所在地
台数
1 榊原伊平 武豊 36 
2 榊原庫吉 阿久比 30 
3 岩田太郎吉 成岩 50 
4 榊原金太郎 式豊 32 
5 伊藤清次郎 成店 30 
6 長坂古三郎 東浦 12 
7 水谷箕― 武豊 23 
8 杉浦愛助 亀崎 48 ， 榊原占次郎 半山 28 
10 小田周輔 束浦 38 
11 関半三 亀崎 100 
12 竹原 ． 
13 久米久次郎 東浦 22 
14 竹内竹四代 阿久比 36 
15 竹重 . 
16 長坂泰治 東浦 54 
17 三浦弥吉 . 
18 貪 . 
19 石川芳雄 成岩 24 
20 
--2-石5-工-原-場--
. 
--
合計
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表9 各年における北村木綿の木綿集荷
1930年,._,1931年
支払 織機 支払 綿布 綿糸名前 所在地 名前工賃 台数 丁一賃 購入 販売
721 榊原庫吉 阿久比 31 562 47 150 安井政吉
720 久野義一 東浦 52 365 桜井辰次郎
600 三浦弥吉 成岩 24 191 石川芳雄
300 新美勝 阿久比 84 100 118 伊藤明
200 小田信二 東浦 54 100 34 伊藤清次郎
190 久田朝造 成岩 24 87 三浦弥吉
139 石川芳雄 成岩 32 70 榊原芳松
130 榊原清久 ． 69 三浦尭蓮
100 長坂佳一 東浦 88 59 榊原金太郎
90 大橋司郎 成岩 24 17 榊原庫吉
68 鈴木信一 . 1 戸島太市
67 小.1.8田.工.周.場.輔.. 束浦 56 ...5 .. 井伊佐吉.. -..... --
50 大岩伊吉
42 合計 1、640 吉田志市
36 .. 1関.9半.工.三.場.. 
31 
I 
30 合計
15 
14 〔綿布購入先〕
.1.3 . 伊藤清次郎 成岩 36 1,362 6、240 三浦柳亀
ヘ正 285 二宮卯吉
3,858 -岩-田3-工太-場-郎-吉- 成岩 64 . lJ.~. ___ ]__ 絹川辰次郎----
-岩-田-4工-太-場郎-吉--合計 1,840 
合計
1934年~1935年
織機 支払 綿布 綿糸所在地
台数 工賃 購入 販売
成岩 54 914 1、318
東浦 106 893 
成岩 68 725 207 301 
成岩 20 585 348 
350 
成岩 28 334 867 1,239 
阿久比 20 316 65 
成岩 34 311 267 
成岩 20 298 459 
半田 48 180 550 
阿久比 85 143 500 
阿小;鈴久;比谷l 3 0 85 158 13 48 80 
.126. 4 . 
57 
--5-0 --
5,321 
5,419 
〔綿布購入先〕
I 671 
成岩 178 114 
成岩 16 173 
成岩 48 --9-0 ------- ----
4,322 
注1) 1926年~1927年における賃織工場の所在地および織機台数は、 『紡織要覧』 (1927年版）で確認。ただし、石
川芳雄は、 『紡織要覧』 (1926年版）にて確認。
注 2) 1930年~1931年における賃織工場の所在地および織機台数は、 『紡織要覧』 (1931年版）で確認。
注3) 1934年~1935年における賃織工場の所在地および織機台数は、 『紡織要覧』 (1934年版）で確認。ただし、伊
藤明は、 『紡織要覧』 (1935年版）で確認。三浦尭運は、 『紡織要覧』 (1936年版）で確認。
注4) 2つ以上の期間にわたって現れる工場は、太字のゴシックで示した。
注5) 「綿布購入」欄は、北村木綿が、当該工場から綿布を購入した額を示している。
注6) 「綿糸販売」は、北村木綿が、当該工場に綿糸を販売した額を示している。
注7)単位は、百円。
資料）北村木綿株式会社『金銭出納帳』 （資料ナンバー791)
しかも、伊藤清次郎の織機台数が、 30台から36台へと増大し、岩田太郎吉に至っては、
50台から74台へと増大を見せている。つまり、機業家の中には、戦間期を通じて賃織関係
をとり結ぶなかで、その生産規模を成長させるものも現れてきた。
続く 1934年から1935年になると、石川芳雄や榊原庫吉などがその織機台数を増大させ
る。それと連動して、賃織取引と綿布売買とを同時に行う工場が増大している。
従って、北村木綿は、賃織工場との取引関係において、 1920年代半ばでは賃織形式のみ
の取引関係を結んでいたものの、 1930年代に入って賃織工場が成長をみせるにつれて、綿
布売買形式の取引に対応せざるを得なくなったと考えられる。つまり「原料供給ー製品受
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取」という賃織形式は、この時期にも踏襲されたものの、綿布売買形式という新たな取引
形態がもたらされ、北村木綿の生産組織は、変化を迎えることになったのである27) 0 
それでは、北村木綿と賃織工場との具体的な関係について、より詳細に検討していきたい。
3 分散型生産組織による多品種生産
まず1920年代中頃における賃織工場について、表10を用いて検討する。
表10は、北村木綿の自営工場（馬場工場）と賃織工場とを、その所在地と織機台数規模
で分類したものである。まず織機台数規模をみれば、概ね20~30台規模の工場が多く分布
していることが確認できる。
次に賃織工場の地理的分布をみると、北村木綿が拠点を構える成岩町に13工場も所在し
ており、成岩町と隣村関係にある阿久比村に10工場存在する。したがって北村木綿は、自
杜の所在地及びその付近に賃織工場を組織していたことは明らかといえよう。
続いて北村木綿の主力工場を検討する。生産委託の割合が上位15位以内に位置する賃織
工場に注目すると、北村木綿自営工場、長坂泰治、関半三、岩田太郎吉、杉浦愛助など、
織機台数100台規模から10台規模まで幅広い規模の工場が分布していることを確認できる。
次に生産委託の割合をみると、北村木綿自営工場は全体の約13%しか生産しておらず、そ
のほかは賃織工場に生産を委託している。賃織工場への委託割合をみると、長坂泰治に約
11%の生産委託が最大であり、その他は10%未満の委託である。したがって北村木綿は、自
家生産部門を強化したり、特定の工場へと極端に生産委託したりすることもせず、幅広く
賃織工場に生産委託する分散的な生産体制を敷いていた。
最後に製品綿布について考察しておく。各工場名の下に、「16手」、「20手」、「25手」、
「20手切」、「18手無尺」などと記載されている。これは、例えば「16手」の場合は16手綿
糸で織り上げられた綿布を指し、「20手切」の場合は20手綿糸で織り上げられた切木綿であ
ることを示す。これをみれば、賃織工場は、それぞれ独自の製品綿布を生産していたこと
が判明する。つまり北村木綿は、賃織工場ごとに多様な綿布を生産させることで多品種生
産を実現させていたのである。
〔3〕1930年代における知多産地の「広幅化」と生産組織の再編
本節は、主として1930年代の北村木綿の動向を検討する。先に検討したように、この時期
の知多産地は、広幅木綿がその生産額を飛躍的に増大させ、小幅木綿生産においても岡木綿
の比重が大いに高まっていく時期にあたっていた。
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表10 北村木綿株式会社の賃織工場 (1924年10月 ~1925年3月）
所在地（知多郡）ー・- . -合計•
瓦 I「r--・-- 野!Ill札~ ― l□;F鐙祖」―-~1――巴直翌＿―-一一
2,478 16,954 59,243 797 13,746 132 集荷額（円）
％ 
154 
0.05% 0.80•, 
76,176 
25.0% 
4工場 2161 1闘~~-~9/贔 128 0.3% 4.5% 0.04% い場 、IOI 2]場竺lz工場 40 t場数祗機台数 3エ塁 77 I 2―I. 場
名前織機台数
JOO台以上.......... 
90台以上
····················•····························•·· 
·····················•····························•························•·······················+・·······················•························•·······················•······················•····················+··················榊原伊平 56 
(0,11% 16手l
二’丘i卯者 50 
50台以上 '.0.14% 16手：
······················•························•·········· I: 井初太郎 48 
:0.02% 16手切］
40台以上 榎本卯古 46 
: 0.05% 18手］月）も
田'!•{,; ・40 
---------------------•----------------------------•------------------------•-----------------------石原勝太郎 ： l5 
..'.?,!7笠.'.?.D.. .1 ........... .1 . ;! ~-.2: 翌も.!~L. 
〔0.18% 16手］
鈴木留古 34 
: 1.18% 16手〕
:10台以上
IしIll末古 30 
0.0-1% 16予じr------------
20台以 L
20巨
···•························ ・・・・・・・・・・・・... 新海佳彦 18 r ， 
: 0.01% 16子切：
10台以上 新海it之助 16 
: 0.01% 16Fり;:
····+························•························ 
注1)機業家の所在地及び織機台数は、 1925年版『紡織要覧』で確認。
注2)ただし、榊原いま、新海佐之助、新海佳彦、宮崎齢吉は、 1926年版『紡織要覧』で確認。
久田萬吉 20 
0.01% 16"・ 無尺1
井IJ増太郎 20 
〔0.03% 16手］----+----------
注3)中社治太郎は、北村木綿と取引関係にあった模様であるが、 『紡織要覧』で確認できなかったため記載してい
ない。取引額は、 5.59円であった。
注4)賃織工場名前右横に0で囲んだ数字は、工場数を表す。
注5)賃織工場名下の〔〕内には、北村木綿総集荷量に占める割合、取引額の順位 (15位まで）、主要織り上げ綿布
の種類を示している。
注6)北村木綿と取引額の大きかった賃織工場のうちで上位15位までは、灰色で塗りつぶした。
注7)1924年10月から1925年3月までで、北村木綿と取引のあった工場を記載。
資料）北村木綿株式会社『ノート』。
【l】綿布販売先の変化
北村木綿の綿布販売先は、表11-1、表11-2によると、杉浦商店や三綿商店、中村商
店などいずれも東京在住の有力綿織物商で占められており、 1920年代と同じ傾向が踏襲さ
れている。製品は、知多地方特有の小幅晒木綿である知多晒が主力製品であったことは間
違いないが、等級別にみれば、中級品とされる「番物」の「壱」が約45%、同じく「参」
が約34%を占めるようになる。それに対して、高級品とされる「頭物」の「稀」が約10%、
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同じく「別」が約 5%を占めるにとどまるのである。つまり、北村木綿は、 1930年代を通
じて、知多晒の主力製品を高級品から中級品へと移行させていた。
表11-1 北村木綿の綿布販売先 (1933年~1935年6月）
1933年 1934年 19名3前5年(1.：月-金-~-額-6-月'：）----％ ----
順位 名前 -金--額----％--- 名前
.：..金.額....％.. 
1 杉浦商店 163.0 16.8 杉浦商店: 156.0 12.6 石川安太郎： 54 2 10 1 
2 三綿商店 94.3 9.7 三綿商店： 110.8 90 
長杉野」一谷綿村浦川R藤商御助店占：； ： ； : 50.9
9.5 
3 中村商店 86 0 8.9 中村商店： 110 6 8.9 50 6 94 
4 長谷川商店 73.2 7.5 石川安太郎： 101.0 8.2 47.4 8.8 
5 塚本商店 70 1 7.2 R: 58.3 47 26 4 49 
6 石川安太郎 55.7 5.7 長谷川商店，： 57.6 4.7 24.9 4.6 
7 小津木綿 52.3 54 M ， , ， , 493 40 中村商店，: 21 0 3.9 
8 田端屋商店 52.0 5.4 塚本商店： 48.3 3.9 塚本商店： 16.3 3.0 ， 市田商店 39.0 40 田端屋商店： 42.8 3.5 左 ， : 15 7 2.9 
10 M 28 4 2.9 ◎西塚 ： 42.1 3.4 田端屋商店．： ， ’ 13 9 2 6 
11 川喜田商店 26 5 2.7 小津木綿 l32.5 2.6 応： 13.4 2.5 
12 遠山商店 23.4 2.4 市田商店： 31.5 : 2 5 ◇西塚 ： 12 9 2.4 
13 R211 2.2 奥井新左衛I」舟 30 9 : 2 5 小梅 ： 12 8 2 4 
14 丁吟商店 18.5 1.9 
-J合-li-l喜計-吟小-l(-8商計-i3箇-店件-店-）-: ： ： ： ' 27.0 : 2 2 -合市中-計―小-山町-(綿5_計-知6-店-布件-） ： ： , ， . ： 11.21 逸2・ー1し＿ ＿ --~~- 奥-合-井-計-新,-jヽ(-左言S--li'I ・-衛-I-門： ' 1 7 . 7 ' 1 8 - -1-92,~ 生356.し1. よ:, : 土JO7旦4O.8 ―0 ―-) -~, : -89-26-9 1 -29 -:'--10-8-4-0-.7 -0- 382 7 : 71 2 537 5 ~ ’, 100 0 
注）金額の単位は、千円。
資料）北村木綿株式会社「為替取組帳」 （資料ナンバー 692)
表11-2 北村木綿株式会社の綿布販売先 (1937年）
1937年
~'-. 
順位 名前 ：個数：（％）
1 中村口店； 3,965 : 20.4 
2 三綿商店： 2,740 : 14.1 
3 杉浦商店:1,383 : 7.1 
4 塚本商店； 1,345 : 6.9 
5 小津木綿： 840 : 4.3 
6 鈴木彦兵衛l840 : 4.3 
7 川喜田商店： 820 : 4.2 ,．
8 長谷川商店： 785 : 4.0 
9 市田商店： 775 : 4.0 ．．
10 田端屋商店： 635 : 3.3 
11 稲村商店： 468 : 2.4 
12 丁吟商店； 450 : 2.3 
13 瀧富商店： 420 : 2.2 
14 鈴木幸三良： 350 : 1.8 
亙~-_l墨應直ーし幽一土彗
／」ヽ胃t : 16,162: 83.4 
合計(32件月 19,390: 100.0 
'' 
木綿種類：
T一・し・,・--, 
個数：------r-----.-
1 壱： 8,753 : 45.1 
2 参； 6,541 : 33. 7 
3 稀： 1,909 : 9.8 
4 月lj : 952 : 4.9 
5 最； 161 : 0.8 
6 
7 
資料）北村木綿株式会社「日記帳」 （資料ナンバー 1063)
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【2】賃織工場の変化
1 知多地方の「広幅化」
先に検討したように、 1930年代は、知多地方において急速に広幅木綿生産が増大して
いった。当然ながら、この動ぎは知多地方の機業家全体にも大きな変化をもたらした。こ
の点について表12を用いてさらに詳しく分析する。
表12 知多地方各地における織機台数の変化
年 岡田•横須賀地区 大野地区 常滑地区 成岩地区
小幅 広幅，合計件数 小幅 広幅 I 合計 件数 小幅 広幅 合計件数 小幅 広幅 合計 件数
1930年 884 3,454 ! 4,238 52 435 820 1,255 24 1,051 1,235 2,28691 1 64 1,971 i I 193 2,164 38 
1934年 447 5 145 5 592 47 388 1 419 1 807 24 602 1 087 168 50 893 1 481 2 374 44 
年 半田•阿久比地区 乙川・亀崎地区 東浦・大府地区 合計
小幅 広幅合計 1件数 小幅 1 広幅合計 件数 小幅 i広幅 合計＇件数 小幅 広幅 合計 件数
1930年 1,726 488 ; i 2,2141 56 5,13771 127鴫14648 I 5,881 86 317 I I 22 339 i 114 11,521 6,956 18,377 334 
1934年 1 587 978 2 565 48 6 73 8 905 94 154 827 891 19 10 808, 13 105 23 823 326 
資料）紡織雑誌杜『紡織要覧』各年度版
注 1)区分けは、知多郡白木綿同業組合によってなされた地区分けに基づく。
1 区（岡田• 横須賀）、 2 区（大野）、 3 区（常滑以南）、 4 区（成岩以南）、 5 区（半田• 阿久比）、 6区
（乙川・亀崎）、 7区（東浦・大府）
注2)件数は、機業者の数、複数の工場をもつ工場は、 1件として第一工場の所在地に集計した。
表12は、知多地方を同業組合による区分けに従って 7区域に分類し、それに基づいて小
幅織機台数と広幅織機台数の変化を、 1930年と1934年とで比較している。知多産地全体を
みると、小幅織機台数は、 1930年に約11,500台であったが、 1934年では約10,800台にやや減
少している。それに対して、広幅織機台数は、 1930年に約7,000台であったが、 1934年には
約13,100台に大きく増大している。これは、知多産地では、小幅木綿生産は維持されたもの
の、その一方で「広幅化」が進展したことを如実に物語っている。
それでは、北村木綿の賃織工場が多数分布していた地区を検討していく。まず半田・阿
久比地区は、小幅織機台数は1,726台から1,587台へとやや減少をみせ、その反面で広幅織機
台数は、 488台から978台へとほぽ倍増している。このことから、広幅木綿生産の比重は相
対的に高まったといいうる。
ところが、北村木綿が位置しており賃織工場も多数分布する成岩地区をみると、小幅織
機台数は1,971台から893台へと半分以下に激減しているにもかかわらず、広幅織機台数はわ
ずか193台だったのが、 1,481台へと急増している。つまり、知多地方で1930年代に進んだと
される「広幅化」は、北村木綿の「お膝元」の成岩地域で顕著にみられたのである。
1920年代の分析で指摘したように、北村木綿は、成岩地区や阿久比地区の機業家を中心
に、広く「賃織網Jを組織することで、多品種生産を実現していた。しかし、とりわけ成
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岩地区で急速に進展した「広幅化」は、その「賃織網Jの再編を要求することになった。
2 賃織工場との取引関係
それでは、 1934年~1937年における北村木綿と賃織工場との取引関係について、表13で
具体的に検討していく。
この表は、自営工場と賃織工場へのエ賃及び綿布代金の支払額を月ごとに示している。
また、表の左端欄には、各月における晒木綿と綿糸の相場を、さらに同業組合に報告され
ていたエ賃を合わせて載せている。各工場名の下欄には、 1929年、 1931年、 1935年に各エ
場が生産していた綿織物の種類を挙げている。
表から1934年における綿布集荷ピークを確認すると、エ賃形式の集荷ピークは 7月にあ
たる。そして同じ 7月に設定されたエ賃は0.5厘で最低の値を示している。同様に、 1936年
8月にみられたエ賃形式での綿布集荷ピーク時においては、エ賃は0.5厘とこれまた最低の
値を示している。 1937年5月のエ賃形式の綿布集荷ピーク時においても、エ賃は0.5厘で一
年間を通じてみれば比較的低い値である。このように、北村木綿が賃織形式で綿布を大量
に集荷する場合は、エ賃が比較的低い時期にあたっていた。
この時期のエ賃設定及び産地内での工場操業については、知多郡白木綿同業組合が、そ
の音頭をとっていた。エ賃が最低の値を示した1934年7月の状況を、当時を報告した知多
新聞の6月27日の記述から示すと、
「知多郡白木綿同業組合では小巾の不況で封策考究中であったが二十六日より十五日間
一斉に休業をすることとし（下線；筆者）」 28)
と、報告されているように、知多郡白木綿同業組合主導で、産地の小幅木綿生産量をス
トップさせる措置をとっていた。
そして翌7月には、
「知多郡白木綿の小巾は先月(=6月；筆者）二十五日以来休業をなしてゐたが二十一日
から操業を開始することになったがエ賃は据置五毛である（下線：筆者）」 29)
これは、産地規模の綿布生産再開を知多郡白木綿同業組合が指示した事実を示すもので
あるが、加えてエ賃の設定についても指示を出していたことを示している。表13で、 7月
のエ賃は0.5厘と記されていることから、資料にある 5毛という記述と合致する。
知多郡白木綿同業組合は、産地問屋主導で運営されており、そのエ賃設定にも大きくそ
の意図を反映させていた。だとすれば、産地問屋である北村木綿は、エ賃を低く設定し、
その上で綿布を大量に集荷したと考えることができる。これは、不況期におけるエ賃コス
卜圧力を成功裡に回避していたことを示している。
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3 知多晒の不振
とはいえ、知多郡白木綿同業組合が主導で進めてきたエ賃引き下げは、知多産地の機業
家に大きな転機をもたらした。 1934年12月14日付けの「知多新聞」には、間屋によるエ賃
引き下げと、その影響について以下のように述べている。
「知多白木綿のうち改良は不況つづきでエ賃は最近五毛下げの一厘となったがまた今日
から五毛下げの五毛となった需要激減によるものであるが岡木綿、ガーゼ等の代用品が
あるのと大体に生産の不統制と販売にも統制なく問屋筋の言ふままになつて生産してゐる
のが衰微の原因でこの調子でゆくと知多特産晒は影を没し去られようという状態にあり•••
（下線；筆者）」 30)
と、報告している。知多特産晒は、知多地方特有の小幅木綿「知多晒」を指しており、
東京市場においてブランド品として確固たる地位を築いており、知多産地間屋が販売のイニ
シアチブを握っていた31)。その知多郡白木綿同業組合による度重なるエ賃引き下げが、知
多小幅綿織物業を衰退に導く要因となっていることが指摘されている。加えて記事の叙述に
あるように、岡木綿やガーゼなど、 「知多晒」に代わる代替財の登場が指摘されている。
それについて、例えば、 1934年6月13日「知多新聞」では、以下のように報告されている。
「知多白木綿のうち晒木綿は需要期にあり乍ら減産で五月は昨季より約半の八十万反に
減じた原糸高もあるが第一は需要の途に行詰ったもので岡木綿に韓業するもの多く これ
は百四十万反で五十万反から増加した。浴衣地の需要増大を物語るもので異常な活況を呈
してゐる」 32)
この記事によれば、晒木綿（「知多晒」）の生産高が減少した原因として、需要が行き
詰まってしまったことを指摘している。それに対して浴衣地への需要が高まっていき、そ
の裏地に利用される岡木綿需要の増大を背景として、岡木綿生産に転業する機業者が続出
した事態が明らかになっている。
一方、 1930年代半ばは、為替相場の急落による日本綿布の相対的な競争力向上が、輸出
産地の急速な拡大をもたらしたと指摘される33)が、 「知多の廣巾 飛躍期に入る」 34) と報
告されたように、知多産地にも同じような事態が生じた35)。その結果、この時期には、輸
出向けの広幅木綿を生産する機業家が現れることになった36)。しかもそれは、小幅木綿機
業家の広幅木綿生産への転業をも含んでいた。
4 賃織網の再編
以上の事態は、北村木綿と賃織工場との関係にも大きく影響を与えた。
特に、 1920年代から賃織関係を継続していた機業家（表9参照）を対照にして検討する。
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(I)賃織関係を解消した機業家
表13の中で、石川芳雄、二宮卯吉、関半三は、 1920年代から北村木綿と賃織関係を取り
結んでいたが、それぞれ1935年以降には、賃織関係から離脱した。石川芳雄は、 1931年に
は小幅の晒生地を生産していたが、 1935年には広幅木綿の金巾を生産するようになった。
さらに二宮卯吉（織機178台）や関半三（織機164台）など大規模な賃織工場は、 1934年に
は北村木綿との取引関係を希簿化させ、製品では晒生地に加えて岡木綿の生産へと進出し
ている。つまり、これらの機業家は、知多晒の不振に対応して、広幅木綿や岡木綿へと進
出することで、北村木綿の賃織網から離脱したのである。
(II)賃織関係を継続した機業家
それに対して、三浦弥吉、榊原庫吉は、 1920年代より期間を通じて北村木綿と取引関係
を継続している。両者ともに、晒生地を生産しているから、知多晒を生産する北村木綿の
分業関係に一貫してとどまっていたものと考えられる。
(il)その他の機業家
北村木綿は、安井政吉 (1933年 2月創業）、伊藤明 (1934年 3月創業）、鈴木孫三郎
(1935年4月）など、 1930年代に広幅木綿で新規参入した機業家とも取引関係を築いてい
る。恐らく、 「広幅化」のブームに乗って新たに創業した中小機業家に、広幅木綿生産を
委託していたのであろう。
以上をまとめると、 「広幅化」や岡木綿の台頭など、 1930年代の市場構造変化は、北村
木綿の賃織関係の継続に危機的状況をもたらした。これに対して北村木綿は、賃織に基づ
く生産組織を解消するわけではなかった。むしろ、長期的に賃織関係を取り結ぶ機業家と
の分業関係に基づく組織を継続させ、新規参入の機業家との取引も始めることで、賃織網
の再編を図った。さらに北村木綿自営工場に注目すると、 1933年9月に織機台数154台の北
村木綿一色工場が設立されている。一色工場には期間を通じて北村木綿より「綿糸購入」
代金が支給されている。エ賃が支払われていないにもかかわらず綿糸代が恒常的に支給さ
れていること、そして一色工場で晒生地を一貰して生産していたということから、この綿
糸代には、織上げ綿布に支払うエ賃が含まれていたものと考えられる。つまり、一色工場
は、北村木綿の生産組織の一颯として小幅木綿を生産していた。したがって、自営工場で
ある一色工場は、二宮卯吉や関半三など大規模賃織工場の離脱を埋め合わせる役割を果た
したのである。
とはいえ、 1920年代から長期的な取引関係を結んできた賃織工場が離脱したことは、
かつて可能であった多品種少量生産システムの維持を困難にさせたと考えられる。知多晒
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への織り上げには、綿布生産を実際に担う各機業家の技術力が大きく反映されるからであ
る。だとすれば、東京市場に販売される知多晒が、 1930年代を経て、汎用性の高い「番
物」へと比重を高めていったことは、従来の生産組織が再編されたことと相関していたと
考えるべきであろう。
おわりに
これまでの戦間期知多綿織物業を検討から、以下の 2点を主張して、まとめとしたい。
第 1に、戦間期の知多綿織物業における小幅綿織物業に関わる点である。
戦間期の知多綿織物業は、研究史が指摘するように、特に1930年代において、 「広幅化」
が進展し輸出産地の性格を強めていった。加えて、小幅木綿生産についても岡木綿生産の上
昇という事態は生じていた。しかし、知多晒生産は、その相対的地位を下げるものの、衰退
したわけではなかった。
ただし、市場構造の変化は知多産地機業家の編成を大きく変化させ、それゆえ賃織工場を
組織する知多産地問屋は対応を迫られることになった。だから、 1930年代の知多産地問屋
が直面した問題は、自ら組織した賃織網の変動にどのように対処するかということであっ
た。つまり、従来の生産組織を再編できるか否かが、産地問屋の浮沈および競争力への決め
手となっていた。本稿で取り上げた北村木綿は、 1920年代に組織した生産組織を再編しつ
つ、分散型生産システムを堅持していた。それは、一部の賃織工場と長期相対取引関係を継
続し、その一方で自家工場生産を強化するというものであった。その結果、北村木綿は、知
多産地トップクラスの産地問屋として知多綿織物業をリードすることができたのである。
第2に、賃織という分散型生産組織に関わる点についてである。賃織という分散型生産シ
ステムでは、いわゆる「機場のわがまま」と呼ばれる、高いエ賃への要求がデメリットとし
て指摘された37)。しかし、本稿でも指摘したように、知多郡白木綿同業組合規模で実施さ
れたエ賃規制は、一定のエ賃引き下げ効果を発揮し、このデメリットを成功裡に解決した。
また、 1920年代に北村木綿が形成した賃織組織で明らかにされたように、多品種生産を実
現する上でも効果をあげた。
しかし、知多晒市場が極度の不振を迎え、その一方で岡木綿や広幅木綿を生産する選択
肢が浮上すると、事態は一変した。特に、戦間期で織機台数150台を超えるまでに成長した
二宮卯吉や関半三は、その資金力を背景に、①エ賃下落を受け入れて賃織工場にとどまる
か、②岡木綿（あるいは広幅木綿）生産に乗り出して自らの相場判断で経営するか、とい
う選択が可能になった。その上でこの 2者は、賃織関係から離れることを選択したのであ
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る。つまり、戦間期の産地発展の中で賃織工場は成長を遂げていき、産地問屋との下請関係
を取捨選択するものが現れたのである38)。これは、下請工場側が取引関係においてイニシ
アチブを発揮する事例であったといいうる。
このような賃織工場の離脱に直面した北村木綿は、新たな自営工場設立へのインセンティ
ブに駆りたてられたものと考えられる。つまり、北村木綿の自営工場設立は、賃織の自立化
による生産組織再編の産物だったのである。
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